
最後まで全力でとりくむたいらっこ！ 

 

 

 

5月20日（土）校庭の状態が思わしくなく午後からの開催となりましたが、今年度の大運

動会を実施しました。保護者や地域の皆様に見守られ、開催することができましたことに感

謝しております。PTA 役員の皆様には、整備作業へのご協力ありがとうございました。また、

終了後の片づけにはたくさんの保護者の皆様にご協力いただきありがとうございました。 

子ども達は、連休明けから学年や学団での練習に取組んで

きました。特にもそれぞれの学団では、上学年の子ども達が

下級生のお手本となって練習に励みました。これから自分が

どうしたらよいかを考え、行動してみることを大切に全体練

習に取組んできました。練習の中では上級生の動きを下級生

が見て気づいたり、疲れてきても最後まで話を聞いたりきび

きび動く姿が随所にみられるようになりました。さらに、上

級生が下級生の手を引いたりお世話をしたり姿がありまし

た。もちろんそれぞれの競技や演技の練習

にも一生懸命に取組みました。日々成長す

る子ども達の姿を見ることができた 2 週間

となりました。 

また、岩手山神社山伏神楽でスタートし

た運動会でしたが、踊りの指導や着付けの

仕方の指導を杉田さんにしていただきまし

た。当日のお囃子の太鼓もありがとうござ

いました。 

 閉会式では、組団団長から「つけた力を

これからの生活に生かしていきましょう」

という話がありました。これからの「たい

らっこ」のますます伸びゆく姿にご期待く

ださい。 
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 1 年生の子が上級生と手をつないで歩いて登校してくる様子を何度か見ます。兄弟姉妹で

はありません。なんと微笑ましい姿でしょう。コロナウイルス感染症の影響だけでなく、

子ども同士のかかわりが薄れているといわれる今、平舘の子ども達は、かかわりを持ちな

がら成長しています。 

 ある帰りのことです。友達2人で帰るところだったのでしょう。1人の子が忘れ物をした

と思い戻りました。確認してみると忘れていたと思ったものは、カバンの中にありました。

忘れたと思っていた子が「ごめん」と言うともう一人の子が「大丈夫」と返しました。何

気ない一場面でしたが、素直に思いを伝えられる姿は大事なことだと感じました。 

 運動会予行練習の準備をしていた時のことです。6 年生が全校児童分の椅子を軽トラック

から降ろして運んでいるとき、近くにいた 1 年生と 2 年生の子が「手伝う」と言って来

てくれました。上級生の姿を見て手伝おうと思った子ども達。とてもうれしくなった瞬間

です。 

防犯教室 

【１・２年 ジャヤンボリミッキー】 

 4 月２5 日（火）に今年度第 1 回目の学

校運営協議会を行いました。今年度の学校

以外の運営協議会委員を 14 名の方々にお

願いしています。委員の皆様には、これま

でも教育活動の様々な面でご支援をいただ

いております。今年度の学校運営方針に承

認をいただき、主な事業について協議をい

たしました。運動会での神楽に始まり、今

後各学年がご支援を 

いただきます。本校 

としましてたいへん 

力強い後ろ盾と思っ 

ております。 

第 1 回学校運営協議会 

ある日の出来事から・・・ 

【３・４年 クイズに答えてＧ

Ｏ】 
【５・６年 平舘の果てまでイッテQ】 

【紅白組団活動】 

【１・２年 ラッキーカラーは？】 

 5 月 24 日（水）は、警察署の方々をお

呼びして防犯教室を行いました。不審者侵

入を想定しての避難と、不審者にあったと

きの対処について学びました。「いかのお

すし」の具体的な行動の仕方、写真を撮ら

れそうになった時の行動の仕方も体験的に

学びました。このようなことに遭わないこ

とが一番ですが、万が一に備えて「いかの

おすし」につい 

てご家庭でも改 

めて一緒に考え 

ていただけると 

幸いです。 


